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新型コロナワクチンのご案内

WEB 予約

市 HP

電話予約　コールセンター

☎ 0120-040-439
（8:30 ～ 19:00、土日祝可）

予約はこちらから新型コロナワクチンの接種を受けられるのは、

令和５年３月31日まで です。（２月 14 日現在）

　オミクロン株対応ワクチンを１回接種した人
は、その後のさらなる追加接種※はありません。
４月以降の接種体制については、詳細が決まり次
第 HP などでお知らせします。
※令和４年 11 月８日以降、追加接種としてノババック
　スを接種した場合も、その後のさらなる追加接種は
　ありません。

▪日時　　　３月 17日㈮　19:00 ～ 21:00

▪場所　　　旧上下水道局庁舎　２階

▪ワクチン　ファイザー社製オミクロン株対応ワクチン

▪対象者　　初回接種（１、２回目接種）を完了した 12 歳以上の人

　　　　　　（オミクロン株対応ワクチンは１人１回限り）

３月の集団接種のおしらせ ※集団接種のスケジュール、　　

　ワクチンの種類は変更する　　

　場合があります。

廃棄物対策課　☎ 65-1252

新型コロナワクチン接種推進グループ　☎ 65-1522

　10 月から清掃センターや最終処分場に搬入される家庭ごみ

の処理も有料になりました。搬入する前に必ず 500 円のごみ

処理券を購入し、搬入の際には現金も用意してください。

ごみ処理券

処理券は一度に

２枚以上使用することは

できません。

　処理券を大型ごみ戸別収集専用シー

ル（200 円）と間違える人がいます。

間違えないように注意しましょう。
大型ごみ戸別収集専用シール

☑ 支払い方法

① 30kg を持ち込む場合
② 120kg を持ち込む場合

　処理券１枚だけで OK ！ ですが持ち

込み量が 50kg 未満の場合でも、お釣

りは出ません（50kg まで一律 500 円）。

■ごみを清掃センターや最終処分場に搬入する際の
　処理手数料の支払い方法などについて

ご注意ください！

　50kg を超えた場合、超える 10kg ご

とに 100 円を現金で施設出口で支払っ

ていただきます。120kg の場合は処理

券１枚と現金 700 円が必要です。

これじゃありません！

廃棄物対策課
高須賀 天真

【お詫びと訂正】市政だよ
り２月号 P18「新型コロナ
ワクチンのご案内」で、濃
厚接触者の待機期間につい
て「２日目または３日目に
自主検査を行い」とあるの
は「２日目および３日目」
の誤りでした。お詫びして
訂正します。
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■
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

■
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

▼
対
象
者　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　

を
受
け
て
い
る
か
、
同
等
の
水
準

　

に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
で
、　

　

過
去
に
こ
の
給
付
金
を
受
給
し
て

　

い
な
い
人

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
】

▼
対
象
資
格　

看
護
師
・
介
護
福
祉

　

士
・
理
学
療
法
士
・
美
容
師
な
ど

※
養
成
機
関
で
１
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ

   

ラ
ム
を
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得

   

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
支
給
対
象
期
間　

修
業
す
る
期
間

　
（
最
大
48
カ
月
）

※
修
業
開
始
時
期
に
よ
っ
て
支
給
対

　

象
期
間
は
変
わ
り
ま
す
。

▼
支
給
額

　
︽
非
課
税
世
帯
》
…
月
額
10
万
円

※
最
後
の
１
年
間
は
月
額
14
万
円

　
︽
課
税
世
帯
》
… 

月
額
７
万
５
０
０
円

※
最
後
の
１
年
間
は
月
額
11
万
５
０
０
円

１ 

妊
娠
届
出
後
（
出
産
応
援
給
付
金
）

▼
対
象
者
と
支
給
額 　

妊
娠
１
回
に

　

つ
き
妊
婦
に
５
万
円

▼
申
請
方
法　

母
子
健
康
手
帳
発
行

　

時
に
保
健
師
の
面
談
を
受
け
、
そ

　

の
場
で
申
請

▼
申
請
場
所　

す
ま
い
る
ス
テ
ー　

　

シ
ョ
ン
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
35
‐
１
１
０
１

▼
持
参
物　

妊
娠
届
出
書
、
妊
婦
の

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
妊
婦
名

　

義
の
通
帳

※
妊
娠
届
を
妊
婦
以
外
が
提
出
す
る

　

場
合
は
、
妊
婦
が
保
健
師
の
面
談

　

を
受
け
た
後
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
】

▼
対
象
講
座　

雇
用
保
険
制
度
の
教

　

育
訓
練
給
付
金
の
指
定
教
育
訓
練

　

講
座
な
ど

▼
支
給
額　

受
講
費
用
の
60
％
相
当
額

　
（
上
限
20
万
円
、
下
限
１
万
２
千
円
）

※
受
講
開
始
日
に
お
い
て
、
雇
用
保

　

険
法
の
規
定
に
よ
る
一
般
教
育
訓

　

練
に
係
る
給
付
金
の
支
給
を
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、
給
付
金
額

　

が
異
な
り
ま
す
。

　　

月
～
金
曜
日
の
執
務
時
間
中
（
８

時
30
分
～
17
時
15
分
）
に
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
経
済
的
自
立
支
援
や
生
活

面
の
相
談
、
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資

金
の
貸
し
付
け
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

※ 

事
前
に
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２ 

出
産
届
出
後（
子
育
て
応
援
給
付
金
）

▼
対
象
者
と
支
給
額　

対
象
児
童
１

　

人
に
つ
き
養
育
者
に
５
万
円

▼
申
請
方
法　

新
生
児
全
戸
訪
問
時

　
（
出
生
後
１
～
２
カ
月
後
）
に
保
健

　

師
の
面
談
を
受
け
、
そ
の
場
で
申

　

請
▼
準
備
物　

申
請
者
（
養
育
者
）
の

　

本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
、
申
請

　

者
名
義
の
通
帳

※
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５

　

年
１
月
31
日
ま
で
に
出
生
届
を
提

　

出
し
た
養
育
者
お
よ
び
母
子
健
康

　

手
帳
を
受
け
取
っ
た
妊
婦
に
は
、
２

　

月
初
旬
に
案
内
文
を
発
送
済
で
す
。

※
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
ご
相
談
は

　

す
ま
い
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
保
健
セ

　

ン
タ
ー
内
・
子
育
て
支
援
課
内
）
へ

　

保
健
セ
ン
タ
ー
内　

☎
35
‐
１
１
０
１

　

子
育
て
支
援
課
内　

☎
65
‐
１
５
７
１

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
経
済
的
な
自
立
に
向
け
て
、
資
格
取
得
の
た
め
養
成
機

関
で
修
業
し
た
り
、
職
業
能
力
開
発
の
た
め
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
り
す
る
場

合
な
ど
に
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
、
妊
娠
届
出
後
・
出
産
届
出

後
に
各
５
万
円
を
支
給
す
る
経
済
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課　

☎
65
‐
１
２
４
２

　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援
課　

☎
65
‐
１
２
４
２

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
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高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
園
は
、
生
涯
学
習
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

促
進
や
能
力
の
開
発
お
よ
び
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
講
座
に
参
加
し
て
、す
て
き
な
「
生
き
が
い
」
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
令
和
５
年
度
「
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
園
」
受
講
生
募
集

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
園　

☎
44
‐
４
８
２
６

▼
対
象
者　

市
内
居
住
の
お
お
む
ね
60

　

歳
以
上
の
人

▼
申
込
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
22
日
㈬

▼
申
込
方
法　

講
座
の
ご
案
内
（
各
申

　

込
先
で
配
布
。
市
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

　

の
中
に
あ
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
中
旬
に
郵
送
に
て
結
果
を
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

▼
申
込
先　

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学

　

園
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
社
会
教

　

育
課
（
市
役
所
５
階
）、
各
支
所
、

　

各
公
民
館
・
交
流
セ
ン
タ
ー

※
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
（
Ｐ
Ｃ
の
み
）

　

で
の
申
し
込
み
は
、
高
齢
者
生
き
が

　

い
創
造
学
園
宛
て
に
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

　

ま
せ
ん
）。

※
各
講
座
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
申

　

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

　

り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

　
（
詳
細
は
講
座
の
ご
案
内
参
照
）。

▼
問
い
合
わ
せ　

〒
７
９
２
‐
０
０
４
６ 

　

上
原
2
‐
8
‐
1

　

高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
園

　

☎
44
‐
４
８
２
６　

℻ 

44
‐
４
８
３
４

　

souzou@
city.niiham

a.lg.jp

令和５年度の講座

①幸齢社会を賢く生きる ⑨グラウンドゴルフ教室

②郷土を歩く ⑩陶芸教室

③幸齢いきいきアート教室
⑪ Shall we ハッピーダン
ス！教室

④家庭菜園教室 ⑫楽笑！ヘルスケア教室

⑤ふんわり美味しいパン教室 ⑬ハーモニカ教室

⑥書道教室 ⑭コーラス教室

⑦篆
てんこく

刻教室 ⑮和菓子のいろは教室

⑧茶道教室 ⑯短歌教室

　

こ
の
３
年
間
、
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
体
験
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
出
来
事
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
学
び
を
獲
得
し
、
人
と
つ
な

が
り
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
生
涯
学
び
続
け
て
い

く
こ
と
の
楽
し
み
、
誰
か
と
一
緒
に
語
り
合
え
る
こ
と
の
喜
び
を
積
み
重
ね
ま
し
ょ
う
。

■
令
和
５
年
度
「
新
居
浜
生
涯
学
習
大
学
」
受
講
生
募
集

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33
‐
２
９
９
１

▼
申
込
期
間
　
３
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮

▼
申
込
方
法
　
各
公
共
施
設
な
ど
に
設

　

置
し
て
い
る
募
集
案
内
の
申
込
用
紙

　
（
冊
子
最
終
ペ
ー
ジ
）
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

4
月
中
旬
に
受
講
決
定
通
知
書
を
送

　

付
し
ま
す
。

▼
申
込
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
高

　

齢
者
生
き
が
い
創
造
学
園
、
社
会
教

　

育
課
（
市
役
所
5
階
）、
各
支
所
、

　

各
公
民
館
・
交
流
セ
ン
タ
ー

※
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
の
申
し

　

込
み
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
宛
て

　

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
各
講
座
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。
申

　

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

　

り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

　
（
詳
細
は
募
集
案
内
参
照
）。

▼
問
い
合
わ
せ　

〒
７
９
２
‐
０
０
２
3

　

繁
本
町
８-

65

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
℻ 

33
‐
２
９
９
１

　

n-daigaku@
city.niiham

a.lg.jp

日本文学講座 学んでマナビィ

私たちは一人ひとりの心豊かな人生
　　みんなが幸せを実感できる社会を
　　　　実現するために共に学び続けます。

学びの先に、希望の未来
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